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JENESYS2.0 日 ASEAN 学生会議 

 

1 プログラム概要 

本事業は、ASEAN 加盟国から大学生、大学院生を中心とした青少年 149 名が来日し、平成 25 年 12 月 

7 日(土)～12 月 16 日(月)の 9泊 10 日の日程でプログラムを実施しました。 

一行は、日 ASEAN 友好協力 40 周年を記念して実施される日 ASEAN 特別首脳会議の開催にあわせて 

実施される「日 ASEAN 学生会議の 3 泊 4 日のディスカッションプログラム（12 月 12 日～15 日）」に

先立ち、各国別に都内を視察。その後、学生会議の５つのトピック別グループに分かれ、それぞれ滋

賀県、和歌山県、鳥取県、北海道函館市、鹿児島県を訪問し、各トピックに関連する施設の視察及び

地域の伝統芸能に触れ、日本の伝統・文化、生活様式等について理解を深めました。 

日本の学生を交えた「3泊 4日のディスカッションプログラム」では、「日本及び ASEAN の青少年は、

アジアの平和、安定、成長及び繁栄に対し何ができるか」を共通テーマに、日本とアジアに共通する

諸課題から、「教育」、「青年の起業」、「環境と企業の社会貢献」、「ボランティア精神にもとづいた 

青少年の社会貢献活動」、「伝統文化」の５つのトピック別でグループに分かれ、参加者自らが積極的

に社会活動に取り組み、ASEAN 加盟国及び日本社会にどのように貢献できるかを考え、関連施設の 

視察及び意見交換を行いました。ディスカッションの成果として纏めた活動計画は、今後、ASEAN 

事務局に報告書として提出されます。また、12 月 13 日（金）には、安倍昭恵総理令夫人と各国代表

学生との懇談が実施されました。 

 

1.2 参加国及び参加者人数 

ASEAN 加盟国の 10 か国から各国約 15 名ずつ計 149 名 

ブルネイ(15)、カンボジア(15)、インドネシア(15(引率同行者含む))、ラオス(15)、マレーシア(14)、 

ミャンマー(15)、フィリピン(15)、シンガポール(15)、タイ(15)、ベトナム(15) 

「日 ASEAN 学生会議・ディスカッションプログラム」参加の日本学生：28 名 

 

1.3 訪問地・人数 

  東京都(全員)、滋賀県(30)、和歌山県(30)、鳥取県(30)、北海道函館市(28)、鹿児島県(30) 

 

1.4 主催／実施団体  

  一般財団法人 青少年国際交流推進センター 

 

2 日程 

１２月７日（土）成田国際空港より入国 

 

１２月８日（日） 

オリエンテーション 

各国ごとに東京都内視察(浅草、原宿、江戸(深川資料館、清澄庭園、富岡八幡宮）)の各コース) 

 

１２月９日（月）～１１日（水） 

５つのグループに分かれ、グループ①は滋賀県、グループ②は和歌山県、グループ③は鳥取県、 
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グループ④は北海道函館市、グループ⑤は鹿児島県を訪問し、１１日に都内へ移動 

 

●グループ①（滋賀県） トピック：教育 

【課題別視察】竜王町立竜王小学校訪問、【見学・訪問】彦根城、玄宮園、琵琶湖博物館、甲賀忍者村、

【交流】滋賀大学生との彦根城下町散策、歓迎レセプション、【文化体験】お茶席 

 

●グループ②（和歌山県） トピック：青年の起業 

【課題別視察】旅カフェ セントラルを訪問し、ユタカ交通株式会社代表者からの青年の起業関連にか

かわる講義、【見学】和歌山城公園、【表敬・交流】県庁表敬、歓迎レセプション、近畿大学生物理工

学部訪問・意見交換、【講義】近畿大学の研究成果をいかした新たなビジネスへの取組、【文化体験】

紀州漆器の蒔絵 

 

●グループ③（鳥取県） トピック：環境と企業の社会貢献 

【課題別視察】鳥取環境大学、【見学】鳥取砂丘、鳥取砂丘 砂の美術館、鳥取大学乾燥地研究所、と

っとり自然環境館、境港（水木しげるロード）、【表敬・交流】県知事表敬、鳥取環境大学生との交流

（英語村）、歓迎レセプション【講義】県環境政策概要について 

 

●グループ④（北海道・函館市） トピック：ボランティア精神に基づいた青少年の社会貢献活動 

【課題別視察】北海道教育大学訪問、【見学】大沼国定公園（国際ワークキャンプの筏づくりを視察）、

昆布館、函館山ロープウェイ、五稜郭タワー、金森赤レンガ倉庫、【表敬・交流】市役所、遺愛女子

高校訪問、歓迎レセプション、【文化体験】龍寶寺（茶道） 

 

●グループ⑤（鹿児島県） トピック：伝統文化 

【課題別視察】姶良市蒲生町【見学】蒲生八幡神社、蒲生和紙工房、仙厳園、鹿児島市立美術館、桜島、

西本願寺、照国神社、薩摩切子、くろず情報館、【表敬・交流】県庁・市役所・蒲生町・関係者との

歓迎レセプション（伝統芸能（太鼓の見学及びお手玉の体験））、地域の大学生との意見交換、 

【文化体験】お茶・和菓子、刀（示現流） 

 

１２月１２日（木）～１５日（日） 

３泊４日のディスカッションプログラム 

トピック別グループによるディスカッション及び課題別視察 

【教育】ポニースクール かつしか 

【青年の起業】株式会社 旅と平和 「パクチーハウス東京」 

【環境と企業の社会貢献】有限会社 エコネットワークス（国際展示場エコプロダクツ 2013） 

【ボランティア精神に基づいた青少年の社会貢献活動】明治学院大学 

【伝統文化】裏千家東京出張所 

１３日（金）安倍昭恵総理夫人と各国代表学生との懇談 

１４日（土）ディスカッション 

１５日（日）成果発表会、修了式・歓送会 

 

１２月１６日（月）成田国際空港より出国 
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3.2 地方プログラム (平成 25 年 12 月 9 日～11 日)  Local Programme (December 9-11, 2013) 

グループ① トピック”教育”[滋賀県] Shiga Prefecture visit by Education Discussion Topic 

  

ローカルユースの案内で彦根城と彦根の城下町を探索

（12 月 9 日(月)）  

滋賀県竜王町立竜王小学校を訪問し、英語の授業に参

加する ASEAN 各国青少年（12 月 10 日(火)）  

Visit to Hikone Castle and its downtown area, 

accompanied by the local youth (Monday, December 9) 

Visit to Ryu-oh Municipal Ryu-oh Elementary School and 

join the English class (Tuesday, December 10) 

  

歓迎レセプションにて（12 月 10 日(火)） 甲賀忍者村で手裏剣にチャレンジ（12 月 11 日(水)） 

Welcome Reception  (Tuesday, December 10) Taking a lesson to be Ninja by throwing “Shuriken” knives 

at Koga Ninja Village (Wednesday, December 11) 

グループ② トピック“青年の起業”[和歌山県]  

Wakayama Prefecture visit by Entrepreneurship Discussion Topic  

  

歓迎レセプション（12 月 9 日(月)）  

 

旅カフェセントラルを訪問し、ユタカ交通（株）の代表から

青年の起業について講義をうける（12 月 10 日(火)）  

Welcome Reception (Monday, December 9) Institutional Visit to Tabi Café Central to learn about 

entrepreneurship from the CEO, at Yutaka Transport Japan 

Corporation in Wakayama (Tuesday, December 10) 
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近畿大学生物理工学部を訪問し、実際に研究の様子を

体験する（12 月 10 日(火)）  

近畿大学生物理工学部を訪問し、大学生と「青年の起業」

について意見交換をする（12 月 10 日(火)) 

Experience the use of research equipments at Faculty of

Biology-Oriented Science and Technology, Kinki 

University (Tuesday, December 10) 

Exchange ideas on entrepreneurship with students from 

Faculty of Biology-Oriented Science and Technology, 

Kinki University (Tuesday, December 10) 

紀州漆器の蒔絵体験でオリジナリティ溢れる作品を製作

（12 月 11 日(水)） 

Making a craft of Kishu Lacquer Ware, using a special 

technique, Maki-e (Wednesday, December 11) 

グループ③ トピック“環境と企業の社会貢献” [鳥取県]  

Tottori Prefecture visit by Environment and Corporate Social Contribution Discussion Topic 

鳥取県知事表敬訪問（12 月 9 日(月)）   

 

歓迎レセプションにてしゃんしゃん踊りを体験 

（12 月 9 日(月)） 

Courtesy Call on the Governor of Tottori Prefectural 

Government (Monday, December 9) 

Learning “Shan Shan Odori,” traditional dance in Tottori, at 

Welcome Reception (Monday, December 9) 
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Budidarmo Kuntjoro-Jakti 氏（ASEAN 事務局代表）によ

る教育の視点からの日 ASEAN 協力関係についての講

演 

ディスカッショントピック毎のミーティングで共通点を探す

活動を通したアイスブレークに取り組む参加青少年 

 

Lecture about the collaboration between Japan and 

ASEAN in Education by Mr. Budidarmo Kuntjoro-Jakti, 

representative of the ASEAN Secretariat  

Icebreaking activity, finding the similarity, during the 

Discussion Topic Meeting 

  

開会式にてあいさつをする一般財団法人 青少年国際

交流推進センター有馬朗人会長 

青少年代表あいさつをする ASEAN 加盟国青少年代表

（カンボジア）と日本参加青少年代表 

Greeting by Mr. Akito Arima, Chairperson of Center for 

International Youth Exchange at the Opening Ceremony 

Remarks by the participant from Cambodia, representing 

the youth from ASEAN Member States and the 

representative of the Japanese participant 

有馬会長と各国リーダー、代表スピーチ青少年 

Mr. Akito Arima with eleven countries’ Leaders and the 

speakers who represented the participants 
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12 月 13 日(金)   Friday, December 13, 2013 

 

安倍昭恵総理令夫人、ASEAN 各国首脳等令夫人と全参加青少年 

All participants with Mrs. Akie Abe, First Lady of Japan, and First Ladies of Heads of the ASEAN Member States 

 

昼食懇談会にて参加青少年に歓迎スピーチをする 

安倍昭恵総理令夫人 

あいさつをする ASEAN 加盟国青少年代表（ブルネイ）と日

本の参加青少年代表 

Welcome Speech to all the participants by Mrs. Akie Abe, 

First Lady of Japan, at the Lunch Party 

Remarks by the participant from Brunei Darussalam, 

representing the youth from ASEAN Member States and the 

representative of the Japanese participant 

 

インドネシア大統領令夫人、安倍昭恵総理令夫人と共

に（インドネシア参加青少年） 

シンガポール首相令夫人、安倍昭恵総理令夫人と共に 

（シンガポール参加青少年） 

Photo session with Mrs. Akie Abe, First Lady of Japan 

and First Lady of Indonesia(Indonesian participants) 

Photo session with First Lady of Singapore and Mrs. Akie 

Abe, First Lady of Japan (Singaporean participants) 
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マレーシア首相令夫人、安倍昭恵総理令夫人と共に 

（マレーシア参加青少年） 

駐日フィリピン大使令夫人と共にフィリピン参加青少年と談

笑される安倍昭恵総理令夫人 

Participants from Malaysia with First Lady of Malaysia 

and Mrs. Akie Abe, First Lady of Japan  

Mrs. Akie Abe, First Lady of Japan, has a pleasant 

conversation with the spouse of the Ambassador of 

Philippines and participants from Philippines 

 

各国参加青少年代表と懇談される安倍昭恵総理令夫

人 

安倍昭恵総理令夫人と懇談に参加した各国参加青少年代

表 

Familiar talks between Mrs. Akie Abe, First Lady of 

Japan, and representatives from each participating country

Mrs. Akie Abe, First Lady of Japan, and representatives from 

each participating country 

文化交流夕食会 

アオザイを着て伝統ダンスを披露(ベトナム) 
タイの伝統的な歌「ロイカトン」を披露(タイ) 

Cultural Exchange Dinner  

Traditional dance by participants from Vietnam wearing, 

Ao Dai (traditional dress) 

Traditional song “Loy Krathong” performed by participants 

from Thailand 
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ラオスのポップソングを熱唱するラオス参加青少年 

(ラオス) 

よさこいソーランを披露する日本参加青少年(日本) 

 

Participants from Lao P.D.R. singing enthusiastically their 

country’s pop songs. 

Yosakoi Soran dance by Japanese participants 

 

12 月 13 日～12 月 15 日 December 13-15, 2013  

グループ① トピック：教育 Discussion Topic：Education 

  

葛飾区教育委員会による青少年教育施設「ポニースク

ールかつしか」（運営委託団体：公益財団法人ハーモニ

ィセンター）を訪問 

「変貌する世界における教育:教室と国境を越えて」と題す

る基調講演後にディスカッションの説明をする奥平文子アド

バイザー 

Visit to "Pony School Katsushika" youth facility 

of Tokyo's Katsushika Board of Education, which is 

operated by HARMONY CENTER. 

Advisor Ms. Fumiko Okudaira, explain about the discussion 

after the keynote lecture “Education in a Changing World: 

Beyond the Classroom and Borders”  

  

小グループに分かれて、各国の教育の強みについて話

し合う 

話合った内容を他のメンバーと共有 

 

Discuss about strengths of each country’s education in 

divided groups 

Share ideas with other group members. 

 



 

グループ② 

株式会社旅

年起業の厳し

Visit to Piece

learn what i

business by y

青年が起業す

Think about s

グループ③ 

Discussion T

有限会社エコ

ツ 2013 を訪

解を深める 

Visit to Eco

and learn ab

activities from

トピック：青年

と平和「パクチ

しさややりがい

e of Peace Co

is worthwhile

youth 

することの意味

significance o

トピック：環境

Topic：Enviro

コネットワーク

問し、日本企

o-Products 20

bout Japanese

m EcoNetwork

年の起業  D

チーハウス東

いについて知

o., Ltd. “paxi 

e and difficu

味を考える 

of entrepreneu

境と企業の社

onment and C

クスの方の案

業の環境への

13, Environm

e corporate s

ks Co. 

Discussion To

東京」を訪問し

る 

house tokyo”

lt about  sta

urship of youth

会貢献   

Corporate Soc

案内でエコプロ

の取組につい

mental Exhibi

ocial contribu

13 

pic：Entrepre

し、青 天野智

につい

” and 

arting 

Keyno

“Study

Japan

 
自分た

h Share 

 

cial Contribu

ロダク

いて理

坂本典

活動に

ition, 

ution 

Keyno

“Prote

Social

eneurship 

智之アドバイザ

いて」の講義

ote lecture by 

ying Abroad

” 

たちができるこ

ideas for acti

ution (CSC)

典子アドバイザ

について」の講

ote lecture b

ecting Enviro

l Contribution

ザーによる「日

advisor Mr. T

, Recruit and

ことを考え、話

on plans 

ザーによる「環

講義を真剣に

by advisor M

onment and B

n” 

日本の留学・就

Tomoyuki Am

d Business E

話し合う 

環境保全と企

聞く参加青少

Ms. Noriko S

Basic Concep

 

就業・起業環

mano 

Environment 

 

 

企業の社会貢

少年 

Sakamoto abo

pt of Corpora

境

in 

献

out 

ate 



14 
 

  

青少年から取り組める環境と企業の社会貢献活動につ

いて話し合う 

小グループディスカッションの結果を共有 

Small group discussion on the activities on youth towards 

Environment and CSC 

Presentation on each action plan 

グループ④ トピック：ボランティア精神に基づいた青少年の社会貢献活動   

Discussion Topic：Social Contribution Activities of Youth based on the Volunteerism 

  

明治学院大学を訪問し、ボランティアセンターが学生に

対して行っているボランティア活動の機会の提供や、そ

の後の学生の変化などについて理解を深める 

村上むつ子アドバイザーから「市民社会の定義、サービス

ラーニングと日本のボランティア状況について」学ぶ 

 

Visit to Meiji Gakuin University, and understand students’ 

volunteer activities with its Volunteer Centre and their 

personal development 

Keynote lecture by advisor Ms. Mutsuko Murakami, 

“Service Learning, Definition of Civic Volunteerism and 

Volunteerism in Japan” 

  

ボランティア精神を育てるために、各国政府や NPO が行

っている取組を共有 

小グループに分かれて、アジア各国に共通する社会課題

について議論 

Presentation about each country’s governmental or NPOs 

promotion of social contribution activities  

Discuss about social challenges and issues in each 

community and specify the common issues in Asia 
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グループ⑤ トピック：伝統文化 Discussion Topic：Traditional Culture 

  
裏千家東京出張所に訪問し、日本の茶道の伝統に触れ

る 

阿部一穂アドバイザー「なぜ茶道は 500 年近くも継承されて

きたのか」についての講義 

Visit to Urasenke and learn about Japanese tradition of tea Keynote lecture by advisor Ms. Ichiho Abe 

”Why has Chado been passed on for nearly 500 years?” 

  

小グループに分かれて各国の伝統文化について共有 伝統文化を維持するために、政府、企業、個人がそれぞれ

できることについて考えをまとめる 

Share each country’s situation for tratitional culture Think and discuss about what government, company and 

individual can do for carrying on the traditional culture 

12 月 15 日 Sunday, December 15, 2013   

成果報告会：「教育」トピックの発表 模造紙にまとめた行動計画を示しながら発表 

Discussion Summary Presentation： 

Presentation by “Education” Topic 
Explain action plans as their result of discussion 
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「青年の起業」トピックの発表を熱心に聞き入る 「環境と企業の社会貢献」トピック 

Concentrate on listening “Entrepreneurship” topic’s 

presentation 

Presentation by “Environment and Corporate Social 

Contribution” topic 

「ボランティア精神にもとづいた青少年の社会貢献活

動」トピックの発表 

「伝統文化」トピックの発表 

 

Presentation by “Social Contribution Activities by Youth 

based on the Volunteerism” topic 

Presentation by “Traditional Culture” topic 

 

修了式：修了証をうけとるタイ代表の参加青少年 一般財団法人 青少年国際交流推進センター上村知昭理

事長によるあいさつ 

Completion  Ceremony ： A representative of Thai 

participants receive a certificate from the President of 

Center for International Youth Exchange 

Remarks by Mr. Tomoaki Kamimura, President of Center for 

International Youth Exchange. 
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青少年代表あいさつをする ASEAN 加盟国青少年代表

(ミャンマー)と日本青少年代表 

歓送会 

 

Remarks by the participant from Myanmar representing 

the youth from ASEAN Member States and the 

representative of  the Japanese participants 

Farewel Reception 

 

 
 

４ 参加者の感想（抜粋） 

◆プログラムを通じて、もっとも印象に残ったこと、また帰国後伝えていきたいこと 

グループ① 教育 (地方プログラム：滋賀県) 

3 泊 4 日のディスカッションプログラムは ASEAN 諸国と日本の各国の情報を共有するのに適切な時間だ

ったと思います。グループディスカッションも、普段は仲が良くてもなかなか知ることのできない隣国

の経験を理解するための貴重な時間になりました。今回、日 ASEAN 学生会議は、運営スタッフと各国の

参加青少年の協力のおかげで開催の目的を十分に達成することができました。地方プログラムも含めた

日本での 10 日間のプログラムを通して、隣国を理解することの大切さを学びました。（タイ） 

 

地方プログラムや課題別視察を通して、日本文化についてたくさん学ぶことができました。学校訪問で

は、子供達が明るく、賢く、元気に同級生と活動する様子が見られ、さらに、両親と教師が共に教育を

行う連携体制について聞けたことが印象に残りました。また、子供達が自分達の教室を積極的に掃除し

ている姿が忘れられません。私は、このプログラムを通して学んだ、日本や他 ASEAN 諸国の教育システ

ムを自国で発信していきたいです。JENESYS2.0 の参加者であることを誇りに思います。 （ミャンマー） 

 

ディスカッションプログラムの前に、2 泊 3 日の滋賀県での地方プログラムがあり、他国とは異なる日

本の教育の成り立ちについて十分に理解する機会がありました。特に課題別視察で訪れた小学校では教

育の現場を見ることができ、その後の東京でのプログラムも含め、多角的に日本の教育について深く知

ることがきました。                              （シンガポール） 

 

日 ASEAN 学生会議は、どの参加青少年にとっても特別な思い出になったと思います。なぜなら、出身地

や宗教に関係なく、自分の国を発展させたいという共通の目的意識をもっている同世代の青少年と、お

互いの意見を交換する機会を持つことができたからです。日本と ASEAN 諸国が抱える教育の課題につい

て議論し、新しい解決策を生み出すために皆の意見をまとめることは難しい挑戦でしたが、すばらしい

経験をすることができました。私は、帰国後この経験を多くの人に伝えたいと考えています。特に、国

際交流プログラムに興味を持ちながら、なかなかこのようなチャンスに恵まれない将来有望な若者に向

けて情報を発信していきたいです。                       （カンボジア） 
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グループ② 青年の起業 (地方プログラム：和歌山県) 

総じてディスカッションプログラムはとても良いものだったと思います。同じディスカッショントピッ

クのメンバーと互いの経験や知識について意見交換をし、ASEAN 諸国と日本が抱えている社会的課題を

互いに協力関係を結びながら解決するためのビジネスプランについて話し合いました。さらに、現在の

日本における青年の起業という分野への期待や課題を知ることができ、とても有意義な時間になりまし

た。                                    （インドネシア） 

 

ディスカッションプログラムが一番楽しかったです。私はあまりディスカッションが得意ではなかった

のですが、チームで助け合って取り組んだため、心配する必要がありませんでした。違う国籍の青少年

と議論するのはとても有意義で、彼らとのネットワークを大切にしていきたいと思いました。プログラ

ム後は、ディスカッションで得た知識をミャンマーの教育、経済、環境、メディアの発展につなげてい

きたいです。私にとって初めての海外経験でしたが、満足度が高く、たくさんのことを得ることができ

ました。                                    (ミャンマー) 

 

日 ASEAN 学生会議に参加した経験は忘れることのできないものとなりました。特に、ディスカッション

活動における他国参加青少年との意見交換はとても興味深く、楽しく、そして有益なものとなりました。

今まで知っていた世界とはまったく違う世界を知ったような気がします。新鮮な驚きも多く、充実した

10 日間になりました。                             （フィリピン） 

 

全てのスタッフ、ASEAN と日本の青少年に感謝しています。ディスカッションでは他国の参加青少年と

様々な意見を交換する機会があり、その他の活動では、文化交流を通してたくさんの友人を得ることが

できました。和歌山県では、スタッフが私たちを家族のように迎えてくれて、プレート作りの楽しさを

教えてもらいました。このプログラムを通じて、自国の代表としての姿勢や責任、他者と協働する柔軟

性を学びました。また近い将来、日本を訪れたいです。ありがとうございました。     （タイ） 

 

グループ③ 環境と企業の社会貢献 (地方プログラム：鳥取県) 

最も印象に残っているのは、地方プログラムでとっとり自然環境館を見学したときのことです。そこで

は、日本の自然環境について深く理解し、再利用とリサイクルという概念について学び、さらに水力発

電、風力発電、太陽光発電によって自然保護が促進できるということを学びました。   （ベトナム） 

 

環境汚染を防ぎ、環境を保護するような太陽光発電、風力発電、水力発電やバイオマスなどの代替エネ

ルギーを用いた新しい発電システムを始め、日本の先進的な技術に興味を持ちました。私の国ミャンマ

ーは熱帯に位置しますが、太陽光発電の設備はほとんどありません。このプログラムを通じて、ミャン

マーにも安定した発電設備が必要であり、その導入は大変価値があるものだと思いました。人々も礼儀

正しく、行いもきちんとしていると感じました。健康管理においても、食物に含まれる栄養素に気を遣

い、緑黄色野菜などをバランスよく食べています。そのためか、気温が低い冬でも活発に、そして熱心

に仕事に取り組むことができるのだと感じました。日 ASEAN 学生会議に参加することによって、日本に

来る機会が得られたことに感謝しています。                   （ミャンマー） 

 

正直に言って、私にとっては初日から最終日までとても密度の濃い 10 日間でした。特に、日本の技術

や文化にとても魅力を感じました。日本の先端技術は、不可能なことも可能にすることができるのだと



19 
 

実感しました。また、このプログラムを通じて、コミュニケーション能力を高め、リーダーシップを発

揮する力を養うことができました。他国の多くの人々に出会い、友達も増えたことで、今後ずっと大切

にすべきネットワークが築けたと思います。日本に来て、このプログラムに参加したことは、私にとっ

て今までで一番思い出に残るものになりました。                  （ブルネイ） 

 

3 泊 4 日のディスカッションプログラムは、満足することのできる内容でした。特定の視点をもって議

論することで考えが深まり、より社会貢献を ASEAN 青少年と協力して行っていきたいと思えるようにな

りました。このような貴重な機会をいただき、ASEAN の青少年と交流することで実際に抱いていたイメ

ージと実際のギャップを埋めることができました。                   （日本） 

 

私にとって最も印象的だったのは、日本人がとても親切で、些細なことをいつも気にかけサポートして

くれたことです。また、東京は驚くほどきれいな街で、日常的に使われている多くの製品が環境に配慮

したものだということを感じました。さらに、滞在中に感じたのはあらゆる物事が便利だということで

す。ぜひ、また日本に来たいです。                          (ラオス) 

 

グループ④ ボランティア精神にもとづいた青少年の社会貢献活動 (地方プログラム：函館市) 

4 日間のディスカッションプログラムを通じて、教育、環境、ボランティア活動など様々な分野におけ

る社会課題を明確にすることができました。また、解決策や行動計画についても議論をし、私たちのよ

うな若い世代がそれぞれのコミュニティや国にボランティアとして貢献することができるのだと気付

かされました。さらに、このプログラムに参加し他国の青少年と意見交換をしたことで、良い刺激を受

け、自国だけでなく他国の人々とも協力し良い未来を創ることに貢献していきたいというモチベーショ

ンが生まれました。このプログラムは、青少年の文化交流やネットワーク作りを実現させたと思います。  

（ベトナム） 

 

地方プログラムで高校や大学を訪れた経験が心に残っています。学生との交流を通して、日本人のボラ

ンティア精神の在り方を学びました。そのほかにも、このプログラムを通して日本の暮らしを知ること

もできました。私たちをサポートしてくださった全ての方に感謝しています。私がやるべきことは、こ

の学びと経験を発信し続け、より良い社会を創るための活動を推進していくことです。そしていつか絶

対、日本に戻ってきます。                              （タイ） 

 

このプログラムで得た最大のものは、友情です。たくさんの青少年と出会い、話し合い、共に過ごす時

間が楽しかったです。地方プログラムでは、日本のきれいな景色に感動しました。もっと多くの景色を

見るために、また日本に戻らなくてはと思いました。ディスカッションプログラムでは参加者が短い時

間の中でたくさんのやるべきことをこなしていて、何人かは寝る間も惜しんで発表の準備をしていまし

た。そのような優秀な仲間たちと別れなければいけないのが悲しいです。        （ラオス） 

 

3 泊 4 日のプログラムは、新しい視点を与えてくれました。ディスカッション活動では、日本と ASEAN

の国々での自発的な精神による青少年活動について多くの気付きを得ることができました。特に、私は

大学で一つのクラブを立ち上げたばかりですが、学生活動にかかわっている多くの青少年と運営につい

て意見交換ができたことは大変有意義でした。私のチームは、自分の人生という視点と国際協力という

観点から社会貢献を続けていきたいと考えています。一番の大きな気付きは、私たちは住む国が違って
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も青少年として、未来を切り開く者として、より良い社会の構築に向けて行動する者として共通部分が

あるということでした。                               （日本） 

 

日本の技術だけでなく、日本人のホスピタリティや時間厳守の習慣が印象的でした。日本人の優しさを

私は絶対に忘れません。この経験について、インターネットで発信していきたいです。  （ブルネイ） 

 

グループ⑤ 伝統文化 (地方プログラム：鹿児島県) 

日本滞在中でもっとも印象に残ったのは、薩摩切子と茶道でした。私は大学で工学を専攻しているので、

ガラスに違う色の切り込みを何層も入れる手法はすごいと感じました。また、鹿児島や裏千家で茶道を

体験し、好きになりました。静けさや水の流れる音、風の音、物静かな作法などは、茶道のもっとも魅

力的な部分だと感じました。プログラム後帰国したら、私が得た経験や知識、ディスカッションの内容

などを多くの人と共有したいと思います。ASEAN 加盟国の参加青少年と日本の参加青少年みんなに、あ

りがとうと伝えたいです。                           （ミャンマー） 

 

日 ASEAN 学生会議に参加し、とても有益な時間を過ごすことができ、思い出もたくさん作ることができ

ました。東京でのディスカッションプログラムと鹿児島での地方プログラムを通して、日本人のマナー

や生活習慣についても学ぶことができ、他国の友達を多く作ることができました。自国、他国に関係な

く伝統文化というものに対する決意や情熱も芽生えました。私は、このプログラムが本当に大好きです。

このようなプログラムが継続的に開催され、他の学生にも同じようなチャンスが与えられたらいいなと

思います。どうか、ずっとこのようなプログラムを続けていってください。     （マレーシア） 

 

東京という現代的な都市がとても印象的でした。そして、発展を続ける社会の中で、独自の伝統文化も

維持しているということを、ディスカッション活動や課題別視察を通じて学びました。ディスカッショ

ンプログラム期間中、東京に滞在したことで、現代文化と伝統文化の融合を目の当たりにすることがで

きました。                                 （インドネシア） 

 

成田空港に着いた瞬間から温かい雰囲気を感じました。日本の冬はとても寒いですが、私が住んでいる

タイとは違う気候が好きになりました。ディスカッションのトピックで「伝統文化」を選び、課題別視

察やディスカッション活動を通じて、一期一会の大切さを学びました。          （タイ） 

 

「伝統文化」について考えるのは奥が深く、議論する価値があると思います。伝統文化が直面する問題

は他の国も同様で、例えば、継承するにあたって時間が不足していたり、コストがかかったり、グロー

バリゼーションの波にさらされるというようなことがあります。このような問題をすぐに解決するのは

難しいですが、私達が熱心に議論することで最初の一歩を踏み出したと思います。このプログラムは、

これからの活動のきっかけであり、プログラムが終わった後ももっとこの分野について学んでいきたい

と思います。                                    （日本） 


